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１ 総括についての評価 

 
 
 

 

 

２年度目標ごとの評価 

年度目標：【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

○ 褒め育ての教育を実践し、その成果を共有することで教育力の向上を図る。 

○ 「資格の取得」と「技術の習得」を勧め、ビジネス社会で生きるための社会人基礎力を身

につけさせる。 

○ 常に授業力を高める工夫をし、基礎基本の充実とより専門性の高い授業を両立させる。 

○ 「主体的・対話的で深い学び」を定着させ、キャリア教育の充実を更に推進する 

褒め育ての教育は効果が高いと思う。今後とも続けていただきたい。 

学校生活に肯定的な生徒が多いことは評価できるが、それが学習意欲につながるよう努力 

されたい。 

日々教職員が努力している様子がうかがえる。 

年度目標：【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

○ 挨拶と笑顔の溢れる安心で安全な学校づくり 

○ 規則や時間を守る習慣を身につける（施策２ 道徳心・社会性の育成） 

○ 生徒が学校中心の生活を送れるような明るく楽しい学校づくりの推進 

○ 生徒が健全な学校生活を送れるように保健管理と環境美化に取り組む 

（施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現） 

○ 人権教育と支援教育の充実 

コロナ禍において教育活動を工夫して実施されている点は評価できる。 

 生徒が住吉商業を誇りに思うことができるよう自尊意識を向上できる指導を望む。 

 社会ルールを身につけさせる取り組みが成果をあげつつある点が高く評価できる。 

年度目標：【市民や地域の期待に応え、生徒が楽しく、意欲的に学べる環境や取組みの充実】 

○ 防災意識の向上と地域との連携を目的とした取り組み 

 （施策３ 地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援） 

○ 英語力やコミュニケーション力を伸ばす取り組み  

（施策６ 国際社会において生き抜く力の育成） 

○ 本校の教育活動の効果的な広報 

○ 新たな教育課程の編成をめざし、商業高校として、これからの時代に必要な能力や知

識を検討する。 

 全教職員で広報活動ができている点は評価できる。引き続き PR 活動を頑張っていただきた

い。 

 来年度の新カリキュラムによる教育活動に期待したい。 

教育活動の成果等の発信は昨年度より充実していることは、評価できる。  

 
 

 

 

 

 

 

資格において昨年度に比べ向上いている点は評価できる。 

コロナ禍において学習活動・生徒指導に工夫努力している様子がうかがえる。 

HP の充実をはじめ PR に注力している点が素晴らしい。 

全体的に安定した学校運営ができている。学力向上の伸びを期待したい。 



３ 今後の学校運営についての意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 コロナ禍の中、どうしても環境を含め教育活動が制限される中、学校運営のご努力に感謝

と敬意を表します。 

 新カリキュラムの円滑な実施に向けて、教職員の協働意識を高めて頑張っていただきた

い。 

 経済学の基礎を平易に解説するような授業があればと思う。 

 日商簿記検定等、多様な資格試験へのチャレンジを促していただくようお願いする。 

 学力にバラツキのある生徒が多い中、各教科での工夫が読み取れる。 

 アンケート調査において、肯定的な回答が大半を占めている点は、先生方の不断の努力の

成果かと思う、引き続きの指導を求める。 

 令和４年度に向けて、評価規定・進級規定などの見直し、観光ビジネスへの取り組みを進

めていく予定である。 


